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基安安発0228第3号

平成 24年 2月 28日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

(契印省略)

重大災害発生時の速報の報告方法について

重大災害発生時の速報については、これまで、労働基準局報告例規「安衛補501重大

災害報告J (別添1)に基づき、主にFAXにより各局から本省あて報告が行われでいた

ところであるが、当該報告事務の簡素化と情報共有の円滑化の観点から、今後は電子メー

/レにより報告を行うこととするので、下記を参照の上、取扱いに遺漏のないようお願いす

る。

記

1.報告方法

(1 )報告様式(別添2)を添付の上、各局担当者から電子メールにより (4)に示す本

省安全課担当者3名あて送信を行うこととする。

(2)電子メールの体裁については別添3の例のとおりとする。

(3)報告様式とともに資料(写真や新聞記事等)を送る際はPDF形式のファイノレを添付

すること。

(4)送信先(担当者)

安全課業務班

岡

吉岡

荻野

※本件主担当



2.当該方法による報告の適用時期

本通知受領後の速報については、原則として、本通知に定める方法により報告するこ

と。ただし、添付する報告様式については、各局既存の様式を変更することにより、業

務に支障が生じる等、やむを得ない事情がある場合は、平成23年度中に限り、従前の

様式により報告しても差し支えない。

3.その他留意点

(1)労働基準行政システムの電子メールアドレスは、常時チェックすることができず、

速報の受理が遅れる可能性があることから、必ず上記1に示す電子メールアドレスあ

て送信すること。

(2)報告対象となる重大災害の基準、中間報告及び結果報告の報告方法については従前

どおりとする。

(3)緊急に対応を要する重大災害が発生した場合については、本通知に基づく報告と併

せて、平成23年8月9日事務連絡「重大災害等発生時における緊急連絡体制につい

てJ(別添4)に基づき、各課の緊急連絡先あて連絡を行うこと。

(4)報告があった重大災害に関して、本省各課の担当者から必要に応じて照会等を行う

ので、災害への対応等に係る以後の照会については、当該本省担当者あて行うこと。

(5)その他、報告方法の変更に係る照会については、上記1の主担当あて行うこと。



別添1

安衛補501 重大災害報告

1. 次の各号のーに掲げる災害事故が発生した場合は、 2ないし4により報告すること。

ただし、鉱山保安法適用事業場における災害事故であって(2)に該当しないもの並びに交通災害

及び食中毒災害については、 2ないし4に掲げる事項の一部を省略し又は簡素化することができ

る。

なお、家内労働災害についても、前記に準じて報告すること。

{1) 一時に 3:A以上の労働者が業務上死傷又はり病した災害事故

但} 爆発、火災、破裂、倒壊、落盤、なだれ、有害物質の大量i漏えい、職業性疾病〔じん肺は除

く。 7等であって、行政上注目すべき災害事故又は特異な災害事故

2. 速報

重大災害が発生したときは、置ちに電話、電報又は速達等により、次の各項目について速かに

報告すること。

(1) 発生日時

(剖 発生場所および事業事名

(3) 労災保険番号

同) 発生状況の概要

(5) 被害の概況

(6) 本省より係官の派遣を希望するときはその旨

3. 中間報告

宣大災害のうち、行政上特に注目すべき事故については、その状況、原因並びにとった措置等

を逐次報告すること。

ぐ

f 

4. 結果報告

重大災害の調査並びに行政上又は監督上の措置が終了したときは、次の各項目について速かに ( 

結果報告を作成して報告すること。

ただし、調査又は措置が30日以上におよぶときは、一応その範囲において報告書を作成し、以

後の分については、追加報告すること。

なお、報告書は模写可能な用紙を用い'tc:.場合のほか、写一部を添付すること(図面、写真等の

添付資料を除く。〕。

(1) 災害の種類

(2) 発生日時

(3) 調査年月日

住) 発生場所

(6) 事業の概要
J 

イ事業の種類

3-112 

人



口 事業の名称

「 ハ所在地

一 事業主の職氏名

ホ 安全管理者(文は安全推進員)の職氏名労働衛生に関する災害については衛生管理者(労

働衛生管理員)の職氏名

へ労働者数

ト 所定労働時間数

チ 労災保険番号

日 保険料納入状況

ヌ 最近における安全衛生活動の状況

(6) 被害状況

イ 死傷者(氏名、性別、年令、職積又は職名、傷病名、休業見込日数)

( ロ 物的被害(被害物件の種類又は名称、被害程度、損害、見積額等)

(7) 補償費の種類、額および平均賃金

(8) 発生状況

(9) 発生原因

回 被害者に対してとられた応急措置およびその適否

ω 同種災害を防止するために使用者に与えた命令又は勧告
ω 災害関係法令の条章およびこれらに対する違反の有無
U3) 災害発生前における当該事業場に対する監管、指導実施の有無並びにその状況

ω 災害原因と認められる事項についての災害発生前における指示勧告の有無並びにその状況
制 司法処分又は支給制限の必要の有無並びにその状況

同 法令の変更又は施行についての意見およびその事由

同 その他新聞等の世論の動向等参考となる事項

U8) 調査官の所属氏名および面接者

ω 同種災害の再発を防止するため局のとった措置並びに意見

3-113 



管轄局

報告日時

発生日時

発生場所

事

事業場(所属)名

所 在 地

業 種

労働者数

労働保険番号
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被
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元号
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z号
H 

安衛補501 重大災害報告(速報)

目 管轄監菅署

年 月 日 時

年 月 日 時

業

分

分

場

本件担当者・

電話番号:

死

全被災者

うち労働者

情

傷

事業場① 事業場バ②

コード| 5 = コード|

男 l |女| |計| 人 男| |女|

災 者 情

性別 年齢 職種
被災程度

死亡 休業見込 不休 不明

災害の種類 起因物

コド|

その他
(報道等)

日亙己
第報

者 数

報

|計| 人

報

所属事業場

人

人



安衛補501 重大災害報告(速報) (続紙)

事 業 場 情 報

事業場③ 事業場④

事業場(所属)名

所 在 地

業 種 コード コード

労働者数 男 女| |計| 人 男 女| |計| 人l

労働保険番号

事 業 場 情 報

事業場⑤ 事業場⑥

事業場(所属)名

所 在 地

業 種 コード コード

労働者数 男 女| |計| 人 男 女| |計| 人

労働保険番号

被 災 者 情 報

No. 氏名 性別 年齢 職種
死亡

被災程度
所属事業場

休業見込 不休 不明

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

災

害

-発

生

状
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報告 R時 z号
H 

発生日時
元号

H 

発生場所。。

安衛補501 重大災害報告(速報)

年 月

22年 10月

年 月

22年 10月

管轄監督署

中央

日 時

13日 10時

日 時

12日 17時

本枠担当者 00

電話番号 00-00-00

分 死 傷
10骨

分

。分 全被災者

うち労働者

巨童画コ
第 1 報

者

事業場情報¥，-------
I 事輩操{i) 草草嬉問 ¥-'1::事暗輔が手

_=， .....1................1 ドー覧表』のT案事むから局当するコ トを入カすること.*隣の貧色セ州立コ ドλカにより自動入力される. ドャー叶ア竺 宗主
事業場(所属)名IQρ|師、業種トド1=対応がなL唱師、事業場駒田入蜘ように臨悼の剖セM諸国を直接λカすること. い¥|己主主唱え
所 在 活1001 ，co¥l器工言語扇町
業 種1コード 221建設業(建築)i コード 00 1間活嬬
労働者剣男 130人|女 1 3人|計 13ミ人|男 113人|女 1 2人|計 115人l122;222ZZ
労働保険番号.1 00-00・・・ 四回 00-00・・・ 匝国入すU'm

1..案場均 S社以上の
場合、権式(線被)1::3

l工事名(建設業)100 l位以降を臨する
l親企業又は元詰 100 ILι 

被 災 者 情 報

No. 氏名 性別 年齢 職種
被災程度

所属事業場
死亡 休業見込 不休 不明

l o 0 男 22 。。 O ① 

2 o 0 男 43 
ノ

。。 5日 ① 

3 o 0 男 35 。。 3週間 ② 

4 o 0 女 41 。。 O ③ 

5 o 0 男 22 不明 O 不明

6 事案場情報の「事業場智骨'JIこ対応し臼&字樺

7 被災者が10名以上の場合、11人目以降を様式
業場①の場合[;l:(j))を記入すること.

(続紙}に包越すること.
トー
「舎死に亡CJを.r記不入休すムる『こ不ιiIlJ繍には、設当する編 不明の場合は不明と置入すること.

B レ 合 『休業見込』網には‘鼓

-------

トー
当する塙合に体業見込の期間(0目、0週間、

9 0ヶR等}を庖入すること.

16 

災害の種類 起因物
災 コ ド 倒壊(その他の崩壊) コ ド 171 仮設物・構築物等

害
¥|立怒ネヰ詰mrrzL| ¥際日一Jb¥i;該当するす|提隣の黄色セ，.，担-，入力により自

発
~ -1謎従な前お通、分りの量臨が多内容とする
生

い集合Iま篠式【続紙)に記録すること.

状

況

備
由労災請求の状現等、事考となる特記事項があれIま毘離する』と.

申本省より係官の諌遣を希望する場合はその旨配聾すること.

直湛立行政法人労働安全衛生総合研究所より調査員の派遣を希望する場合はその官民議する己ι
④平田3年明24日付け事務連絡 r東日本大震災の鑑l日・橿興に関連する労働災害に係る労働者究悔病報告等への
f092J情報のλカについて』におけるf092Jの入力対議となる労働災害に鼓当する場合、文頭に「田'21と思量すること.

考

災害について、新聞、ーユス等での報道があった場合や記者発
災鶴等の調査実施扶況等、行政の対応について、 表を行った場合、
『災害調査の実施予定なし』‘『第O固O月O日実施

トー'
100新聞O月08掲聴』、10月O日記者発表を行いホームペー

J 
予定』、100署!こて災害調査実施中」、r第O因。月

その他-ー
シ掲緩』等を龍寂し、褐織内容をPOF務式でメールに員長付すること.

対応状証/
。回実施議み」等をE怠すること.

(報道等)



別紙重大災害コード一覧表

※分類の参考

災種 起因
ガ ス 中 毒 17 18 
co 中 毒 17 18 
酸 欠 17 18 
食 中 毒'17 22 
日出 疾 患 20 23 
，j) 臓 疾 患 20 23 
3と 通 事 故 15 B 
l時 掴 20 22 
ノ ロ ウ イ )~ ス 20 22 
食中毒(ノロウイルス} 17 22 

注1) 業種は報告例規の基準分類と概ね対応している(24鉄道→4.1鉄道・軌道・水運・航空業のこと)。
〆造船業は輸送用機械等製造業(1.15)から分離している。

注2) 災害の種類は事故由型分顎に、起因物I立起因物分類にそれぞれ概ね対応している。
事故の型分類における「激突され、激突、飛来・落下J等はr20その他JIこ該当する。

注3) 災害の種類(事故の型)・起因物の分類は「労働災害分類の手引j(中災防〕を参考にすること。



⑮-tf-4ょ亨 【重災法幸悶む月c，目。時発生。局足場からの墜落災害被災者。名うち死亡.メ

オプション 書式設定 開発

問 X 

画

このメッセ--:;;はまだ送量されていません。

i己ヨ
送信(S)

[-9説O~喧翌三号二三二二二二二二二二二二二二二二二コ

雇菜面面白百5百d語王百耳足湯両面藍語英吾福豆蚕百五元元壬吾百通語雨白一一一一-1

件名は記載例のように先頭を【重災速報】とし、以下『発生日時J，r局名』、『災害概要」、「死傷者数」、 r(第O報)Jを必ず記載すること

標記について添付ファイJレのとおり報告します。ザ
ィJ メール本文は特記事項がある場合を除きょ記の文面のみとすること

噛 官
重災速報報告標式添付資料.pdf

(0局100831).xls 様式のファイル名には『労働局名』と『報告年月日(半角数字B桁)Jを記載すること
なお、同日に複数回報告を行う場合は、『報告年月日Jの後ろに「ーO(報告回数)Jを記載すること。

(例)北海道労働局の2010年B月31日の2回目の報告→「北海道局 100831-2"xlsJ

)j( )j( )j( )j( )j(米)j( )j( )j( )j( )j( )j( )j( )j( )j( )j(ザ

00労働局労働基準部ザ
健康安全課 担当者氏名μ

TEL:OOO (内鵠00)ν
)j( )j( )j( )j( )j( ~ )j( )j( )j( )j( )j( )j( )j( )j()j( )j(μ 

担当者が確認できるように氏名及び電話番号を記載すること

1111 ， 

1国

可V

ιi 

国



|1年料奇保存|

取扱注意

事務連絡

平成23年8月9日

都翻守県労働局労働基韓~

健康安全主務課長殿

厚生労働省労働基準局安全衛生部

計直観企直胆当課長補佐

重大災害等発生時における緊急連絡体制について

重大災害等緊急l乙対応を要する事案が発生した場合の木清涼さを衛生剖港課への連絡先が

ー膏陵更になりましたので、下言日のとおりお知らせしま七

なお、各局の緊急連絡先に変更がある場合も医師寺ご連絡くださしも

記

1 安 全 課(直通電話:03-3595-3225) 

主任中央産業安全専門官 野津英児

主住区術審査官 釜石英雄

副主任中央産業安全専門官西田和史

副主任中央産業安全専門官高橋洋

備:

欄剖・・圃.
備

輔.

2 労働衛生1課(直通電話:03-3502-6755) 

主任中央労働衛生専門官 柳 11 行雄 輔.

調査官 毛剤正輔.

副主任中央労働衛生専門官安達栄 備:

3 化学物質対策課(直通電話:03-3502-6756) 

課長補佐 構健一備:

中央産業安全専門官 奥野田口 備

中央労働衛生専門官 須藤祥 輔:



*全霊

重大災害発生時におけるf静防車絡網
(平成23年7月29日現在)

|労働基準局長 11針順一

|安全衛生部長 11時正

別添

Lムニ」lHILT34生LZ 化学物質対策課長

(課長補佐)

[携帯露首朝 [携帯龍吉等]

田中正H円圃圃圃圃圃園町
椎葉茂Jょ;ー一一ーーーー

(野津英%圃園園町 (柳リ11行ま.，

者'f-;支萱斤守L県安~1!動万号

会号i!動芸主主笹言~13

健康安全主務課長

(監督課長)

[携帯電話等]

(構健

潮位行政法人労働安全衛生総合碗E所労働災害調沓う析センターへの災害調査協力麗青

について

催問)042-491-4512 

(夜静岡センター長吉田哲
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